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 広報部だより

　「シルバーせいか」のさらなる充実を願い、今回から新たに長谷川さんに参

画をお願いすることになりました。　母谷さんと事務局との協力のもと一味増し

た出来ばえに満足しています。

　特に今回は堆肥作りや「ふるさと案内人」育成など地域社会の環境保全・活

性化に貢献している姿をご案内できたことを喜んでいます。　これからもシルバ

ー人材センターからの発信、会員からの発信を分かりやすくお届けできるよう

に注力していきますので会員の皆様からの情報やご意見をどしどしお寄せ下

さるようお待ちしています。

　まだまだ残暑が厳しいようですが熱中症などにかからぬように十分に注意を

払ってください。
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長年の夢が実現しました

　シルバーに入会した動機は、華創の６月号を拝見して、入会説明会に参加し

たからです。中学生から社会人と長年、テニス等のスポーツをして参りましたが

、還暦後は楽しむスポーツにきりかえました。また最近は、初孫が誕生して、

　

　

考えが少し変化いたしまして、何か世の中の役に立つ活動をしたく入会いたしました。皆様よろしくお

願いいたします。

　広報については、小学校の学校児童会（今の生徒会）で生れて初めて広報委員に選ばれた時の

感動は今も忘れることが出来ません。今も当時の役員バッジを大事に保管しています。しかし社会人

になってからは毎月１回発行される広報誌を見ていて、いつかは広報誌の担当部署に配属されるこ

とを望んでいましたが、定年までその夢はかなえる事ができませんでした。

　入会して、｢シルバーせいか｣を読ませていただいていると、約五十数年前の思いがこみ上げてきま

した。さっそく事務局に心を伝えると、快く了解していただきました。

　小学校からの長年夢に見た｢広報誌の仕事｣をさせていただくことになり、早速、本誌（１４号）の編

集作業をやらせていただいた次第ですが、初めてのことなので、まだ何が何だかわかりませんが広報

担当の先輩のご指導を仰いで行きたいと思っています。
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